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(57)【要約】
【課題】ヘルメットの外側に被せても、デザイン性が損 
なわれず、ヘルメットの見栄えを向上させるヘルメット 
カバー、及び当該ヘルメットカバーをヘルメットに装着 
したカバー付きヘルメットを提供する。
【解決手段】ヘルメット２に被せて使用するクラウン部 
１０を有するヘルメットカバー１であって、クラウン部 
１０は、外側に配された表地１１と、内側に配された裏 
地１２とを含み、ヘルメット２に装着すると、裏地１２ 
はヘルメット２の形状に沿って変形及び／又は密着する 
が、表地１１は形状が維持されるように構成される。
【選択図】図３

審査請求　有　請求項の数　10　　ＯＬ　（全10頁）　最終頁に続く
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ヘ ル メ ッ ト に 被 せ て 使 用 す る ク ラ ウ ン 部 を 有 す る ヘ ル メ ッ ト カ バ ー で あ っ て 、
　 前 記 ク ラ ウ ン 部 は 、 外 側 に 配 さ れ た 表 地 と 、 内 側 に 配 さ れ た 裏 地 と を 含 み 、
　 前 記 ヘ ル メ ッ ト に 装 着 す る と 、 前 記 裏 地 は 前 記 ヘ ル メ ッ ト の 形 状 に 沿 っ て 変 形 及 び ／ 又  
は 密 着 す る が 、 前 記 表 地 は 形 状 が 維 持 さ れ る よ う に 構 成 さ れ る ヘ ル メ ッ ト カ バ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 裏 地 と 前 記 表 地 と の 間 に 隙 間 が 設 け ら れ る 請 求 項 １ に 記 載 の ヘ ル メ ッ ト カ バ ー 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 裏 地 は 、 メ ッ シ ュ 生 地 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の ヘ ル メ ッ ト カ バ ー 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ク ラ ウ ン 部 は 、 当 該 ク ラ ウ ン 部 の 開 口 縁 に 伸 縮 部 材 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の ヘ ル  
メ ッ ト カ バ ー 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ク ラ ウ ン 部 か ら 外 方 に 突 出 し た 鍔 部 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 鍔 部 は 、 前 記 ク ラ ウ ン 部 の 開 口 縁 か ら 所 定 の 間 隔 を 空 け た 位 置 に 設 け ら れ る 請 求 項  
１ に 記 載 の ヘ ル メ ッ ト カ バ ー 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 間 隔 の 大 き さ は 、 １ ～ ４ ｃ ｍ で あ る 請 求 項 ５ に 記 載 の ヘ ル メ ッ ト カ バ ー 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 鍔 部 を 跳 ね 上 げ た 状 態 を 維 持 可 能 な 固 定 手 段 を 備 え る 請 求 項 ５ に 記 載 の ヘ ル メ ッ ト  
カ バ ー 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 固 定 手 段 は 、 前 記 鍔 部 を 跳 ね 上 げ た 状 態 を 維 持 可 能 な ワ イ ヤ ー で あ る 請 求 項 ７ に 記  
載 の ヘ ル メ ッ ト カ バ ー 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ヘ ル メ ッ ト は 、 自 転 車 用 又 は 電 動 キ ッ ク ボ ー ド 用 ヘ ル メ ッ ト で あ る 請 求 項 １ に 記 載  
の ヘ ル メ ッ ト カ バ ー 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ ～ ９ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の ヘ ル メ ッ ト カ バ ー を ヘ ル メ ッ ト に 装 着 し た カ バ ー 付  
き ヘ ル メ ッ ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ヘ ル メ ッ ト に 被 せ て 使 用 す る ク ラ ウ ン 部 を 有 す る ヘ ル メ ッ ト カ バ ー 、 及 び 当  
該 ヘ ル メ ッ ト カ バ ー を ヘ ル メ ッ ト に 装 着 し た カ バ ー 付 き ヘ ル メ ッ ト に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 使 用 者 の 頭 部 を 保 護 す る 目 的 で 自 転 車 等 の 運 転 の 際 に は 、 従 来 か ら ヘ ル メ ッ ト の 着 用 が  
推 奨 さ れ て い た 。 そ し て 、 道 路 交 通 法 の 一 部 改 正 に よ り 、 ２ ０ ２ ３ 年 ４ 月 １ 日 か ら は す べ  
て の 自 転 車 利 用 者 に ヘ ル メ ッ ト の 着 用 の 努 力 義 務 が 課 さ れ る こ と と な っ た 。 ま た 、 最 近 流  
行 し て い る 電 動 キ ッ ク ボ ー ド （ 特 定 小 型 原 動 機 付 自 転 車 ） の 利 用 者 に 対 し て も 、 ２ ０ ２ ３  
年 ７ 月 １ 日 よ り ヘ ル メ ッ ト の 着 用 が 努 力 義 務 と な っ た 。 し か し な が ら 、 ヘ ル メ ッ ト は デ ザ  
イ ン 性 に 乏 し く 、 見 栄 え が 良 く な い も の が 多 い た め 、 特 に 日 常 生 活 で 自 転 車 や 電 動 キ ッ ク  
ボ ー ド に 乗 る 際 の 着 用 率 が 低 い の が 現 状 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 、 ヘ ル メ ッ ト に 被 せ て 使 用 す る 帽 子 形 状 の ヘ ル メ ッ ト カ バ ー が 提 案 さ れ て い る （  
例 え ば 、 特 許 文 献 １ を 参 照 ） 。 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ る 帽 子 状 カ バ ー は 、 ヘ ル メ ッ ト に 対  
し て 外 側 か ら 被 着 さ れ る 帽 体 と 、 帽 体 の 外 周 縁 か ら 外 方 に 向 か っ て 突 出 す る と 共 に 帽 体 に  
形 成 さ れ た 鍔 部 と 、 を 備 え る も の で あ る 。 こ の 帽 子 状 カ バ ー は 、 ヘ ル メ ッ ト の 外 側 に 被 せ  
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る こ と で 、 使 用 者 が ヘ ル メ ッ ト を 着 用 し た と き の 見 栄 え を 向 上 す る こ と が で き る と さ れ て  
い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ２ ０ － １ ８ ６ ４ ８ ８ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ が 、 特 許 文 献 １ の 帽 子 状 カ バ ー の 帽 体 は 、 複 数 枚 の く さ び 状 の 布 片 を 組 み 合 わ せ  
る こ と で 、 デ ザ イ ン 性 を 高 め て い る も の の 、 ヘ ル メ ッ ト の 外 側 に 被 せ る と 、 帽 体 が ヘ ル メ  
ッ ト に 密 着 し 、 ヘ ル メ ッ ト の 形 状 が 外 観 か ら 分 か る も の と な る た め 、 デ ザ イ ン 性 が 損 な わ  
れ 、 見 栄 え の 点 で 改 善 の 余 地 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 ヘ ル メ ッ ト の 外 側 に 被 せ て も 、 デ  
ザ イ ン 性 が 損 な わ れ ず 、 ヘ ル メ ッ ト の 見 栄 え を 向 上 さ せ る ヘ ル メ ッ ト カ バ ー 、 及 び 当 該 ヘ  
ル メ ッ ト カ バ ー を ヘ ル メ ッ ト に 装 着 し た カ バ ー 付 き ヘ ル メ ッ ト を 提 供 す る こ と を 目 的 と す  
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 に 係 る ヘ ル メ ッ ト カ バ ー の 特 徴 構 成 は 、
　 ヘ ル メ ッ ト に 被 せ て 使 用 す る ク ラ ウ ン 部 を 有 す る ヘ ル メ ッ ト カ バ ー で あ っ て 、
　 前 記 ク ラ ウ ン 部 は 、 外 側 に 配 さ れ た 表 地 と 、 内 側 に 配 さ れ た 裏 地 と を 含 み 、
　 前 記 ヘ ル メ ッ ト に 装 着 す る と 、 前 記 裏 地 は 前 記 ヘ ル メ ッ ト の 形 状 に 沿 っ て 変 形 及 び ／ 又  
は 密 着 す る が 、 前 記 表 地 は 形 状 が 維 持 さ れ る よ う に 構 成 さ れ る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 構 成 の ヘ ル メ ッ ト カ バ ー に よ れ ば 、 ク ラ ウ ン 部 は 、 外 側 に 配 さ れ た 表 地 と 、 内 側 に 配  
さ れ た 裏 地 と を 含 み 、 ヘ ル メ ッ ト に 装 着 す る と 、 裏 地 は ヘ ル メ ッ ト の 形 状 に 沿 っ て 変 形 及  
び ／ 又 は 密 着 す る が 、 表 地 は 形 状 が 維 持 さ れ る よ う に 構 成 さ れ る た め 、 表 地 は ヘ ル メ ッ ト  
の 形 状 に 沿 わ ず 、 外 観 か ら は ヘ ル メ ッ ト の 形 状 が わ か ら な い 。 し た が っ て 、 ヘ ル メ ッ ト の  
外 側 に 被 せ て も 、 デ ザ イ ン 性 が 損 な わ れ ず 、 ヘ ル メ ッ ト の 見 栄 え を 向 上 さ せ る ヘ ル メ ッ ト  
カ バ ー を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る ヘ ル メ ッ ト カ バ ー に お い て 、
　 前 記 裏 地 と 前 記 表 地 と の 間 に 隙 間 が 設 け ら れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 構 成 の ヘ ル メ ッ ト カ バ ー に よ れ ば 、 裏 地 と 表 地 と の 間 に 隙 間 が 設 け ら れ る た め 、 表 地  
に ゆ と り が 生 じ 、 ヘ ル メ ッ ト を ふ ん わ り と 覆 う デ ザ イ ン 等 、 ヘ ル メ ッ ト カ バ ー の デ ザ イ ン  
の 幅 を 広 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に 係 る ヘ ル メ ッ ト カ バ ー に お い て 、
　 前 記 裏 地 は 、 メ ッ シ ュ 生 地 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 構 成 の ヘ ル メ ッ ト カ バ ー に よ れ ば 、 裏 地 は 、 メ ッ シ ュ 生 地 で あ る た め 、 ヘ ル メ ッ ト カ  
バ ー を ヘ ル メ ッ ト に 被 せ る と 、 ヘ ル メ ッ ト カ バ ー の 裏 地 が 伸 縮 し 、 ヘ ル メ ッ ト の 形 状 に 沿  
っ て 変 形 及 び ／ 又 は 密 着 す る た め 、 ヘ ル メ ッ ト カ バ ー を ヘ ル メ ッ ト に 対 し て 適 切 に 固 定 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る ヘ ル メ ッ ト カ バ ー に お い て 、
　 前 記 ク ラ ウ ン 部 は 、 当 該 ク ラ ウ ン 部 の 開 口 縁 に 伸 縮 部 材 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 構 成 の ヘ ル メ ッ ト カ バ ー に よ れ ば 、 ク ラ ウ ン 部 は 、 当 該 ク ラ ウ ン 部 の 開 口 縁 に 伸 縮 部  
材 を 有 す る た め 、 ク ラ ウ ン 部 の 開 口 縁 と ヘ ル メ ッ ト の 開 口 縁 と が 密 着 し 、 走 行 中 に 強 風 等  
に よ っ て ヘ ル メ ッ ト カ バ ー が 外 れ て 飛 ん で 行 っ て し ま う こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る ヘ ル メ ッ ト カ バ ー に お い て 、
　 前 記 ク ラ ウ ン 部 か ら 外 方 に 突 出 し た 鍔 部 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 鍔 部 は 、 前 記 ク ラ ウ ン 部 の 開 口 縁 か ら 所 定 の 間 隔 を 空 け た 位 置 に 設 け ら れ る こ と が  
好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 構 成 の ヘ ル メ ッ ト カ バ ー に よ れ ば 、 ク ラ ウ ン 部 か ら 外 方 に 突 出 し た 鍔 部 を さ ら に 備 え  
る た め 、 日 光 を 遮 る こ と が で き る 。 鍔 部 は 、 ク ラ ウ ン 部 の 開 口 縁 か ら 所 定 の 間 隔 を 空 け た  
位 置 に 設 け ら れ る た め 、 鍔 部 が 適 切 な 角 度 で 維 持 さ れ 、 使 用 者 の 視 野 を 確 保 す る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る ヘ ル メ ッ ト カ バ ー に お い て 、
　 前 記 間 隔 の 大 き さ は 、 １ ～ ４ ｃ ｍ で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 構 成 の ヘ ル メ ッ ト カ バ ー に よ れ ば 、 間 隔 の 大 き さ は 、 １ ～ ４ ｃ ｍ で あ る た め 、 ヘ ル メ  
ッ ト カ バ ー を ヘ ル メ ッ ト に 装 着 し た 際 に 、 適 切 な 角 度 で 外 方 に 突 出 し た 鍔 部 と す る こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る ヘ ル メ ッ ト カ バ ー に お い て 、
　 前 記 鍔 部 を 跳 ね 上 げ た 状 態 を 維 持 可 能 な 固 定 手 段 を 備 え る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 構 成 の ヘ ル メ ッ ト カ バ ー に よ れ ば 、 鍔 部 を 跳 ね 上 げ た 状 態 を 維 持 可 能 な 固 定 手 段 を 備  
え る た め 、 走 行 中 に 風 や 振 動 を 受 け た 際 に も 、 鍔 部 が 垂 れ 下 が っ て 使 用 者 の 視 野 を 遮 る こ  
と が な く 、 側 方 か ら 前 方 に か け て の 視 野 を 確 実 に 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に 係 る ヘ ル メ ッ ト カ バ ー に お い て 、
　 前 記 固 定 手 段 は 、 前 記 鍔 部 を 跳 ね 上 げ た 状 態 を 維 持 可 能 な ワ イ ヤ ー で あ る こ と が 好 ま し  
い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 構 成 の ヘ ル メ ッ ト カ バ ー に よ れ ば 、 固 定 手 段 は 、 鍔 部 を 跳 ね 上 げ た 状 態 を 維 持 可 能 な  
ワ イ ヤ ー で あ る た め 、 使 用 者 が 任 意 の 形 状 に 折 り 曲 げ る こ と が で き 、 そ の 形 状 を 維 持 す る  
こ と が で き る 。 し た が っ て 、 使 用 者 ご と に 合 わ せ て 視 野 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る ヘ ル メ ッ ト カ バ ー に お い て 、
　 前 記 ヘ ル メ ッ ト は 、 自 転 車 用 又 は 電 動 キ ッ ク ボ ー ド 用 ヘ ル メ ッ ト で あ る こ と が 好 ま し い  
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 構 成 の ヘ ル メ ッ ト カ バ ー に よ れ ば 、 近 年 、 着 用 の 努 力 義 務 化 が さ れ た も の の 、 着 用 率  
が 低 い と さ れ て い る 自 転 車 用 ヘ ル メ ッ ト 又 は 電 動 キ ッ ク ボ ー ド 用 ヘ ル メ ッ ト に 用 い る 製 品  
と す る こ と が で き 、 ヘ ル メ ッ ト カ バ ー を 被 せ る こ と で 、 日 常 で 違 和 感 な く 使 え る デ ザ イ ン  
と な る た め 、 自 転 車 又 は 電 動 キ ッ ク ボ ー ド の 利 用 者 に ヘ ル メ ッ ト の 着 用 を 促 す こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 に 係 る カ バ ー 付 き ヘ ル メ ッ ト の 特 徴 構 成 は 、
　 上 記 の 何 れ か の ヘ ル メ ッ ト カ バ ー を ヘ ル メ ッ ト に 装 着 し た こ と に あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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　 本 構 成 の カ バ ー 付 き ヘ ル メ ッ ト に よ れ ば 、 当 該 カ バ ー 付 き ヘ ル メ ッ ト に 被 せ ら れ る ヘ ル  
メ ッ ト カ バ ー は 、 表 地 が ヘ ル メ ッ ト の 形 状 に 沿 わ ず 、 外 観 か ら は ヘ ル メ ッ ト の 形 状 が わ か  
ら な い た め 、 ヘ ル メ ッ ト の 外 側 に 被 せ て も 、 デ ザ イ ン 性 が 損 な わ れ な い 。 し た が っ て 、 ヘ  
ル メ ッ ト の 見 栄 え が 向 上 さ れ た カ バ ー 付 き ヘ ル メ ッ ト を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る ヘ ル メ ッ ト カ バ ー を 自 転 車 用 の ヘ ル メ ッ ト に  
装 着 し た カ バ ー 付 き ヘ ル メ ッ ト を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ に 示 し た カ バ ー 付 き ヘ ル メ ッ ト を ヘ ル メ ッ ト カ バ ー と ヘ ル メ ッ ト と  
に 分 離 し た 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 図 １ に 示 し た カ バ ー 付 き ヘ ル メ ッ ト の Ａ － Ａ 位 置 に お け る 断 面 図 で あ る  
。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 裏 地 側 か ら 見 た ヘ ル メ ッ ト カ バ ー の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 鍔 部 を 跳 ね 上 げ た 状 態 の ヘ ル メ ッ ト カ バ ー の 側 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 た だ し 、 本 発 明 は 、 以 下 に 説 明  
す る 実 施 形 態 や 図 面 に 記 載 さ れ る 構 成 に 限 定 さ れ る こ と は 意 図 し な い 。 な お 、 図 面 に お い  
て 、 各 部 の 形 状 、 サ イ ズ 、 厚 み 等 は 、 説 明 容 易 化 の た め 適 宜 誇 張 又 は 簡 略 化 し て お り 、 図  
面 に 現 れ る 各 部 の サ イ ズ 及 び 厚 み に 関 し て は 、 実 際 の 大 小 関 係 （ 縮 尺 ） を 厳 密 に 反 映 し た  
も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 〔 カ バ ー 付 き ヘ ル メ ッ ト 〕
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る ヘ ル メ ッ ト カ バ ー １ を 自 転 車 用 の ヘ ル メ ッ ト ２ に 装  
着 し た カ バ ー 付 き ヘ ル メ ッ ト １ ０ ０ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 カ バ ー 付 き ヘ ル メ ッ ト １ ０ ０ は  
、 使 用 者 が 、 自 ら の 頭 に 着 用 す る こ と で 、 頭 部 を 保 護 す る も の で あ る 。 本 実 施 形 態 に お け  
る カ バ ー 付 き ヘ ル メ ッ ト １ ０ ０ は 、 後 に 詳 述 す る 本 発 明 に 係 る ヘ ル メ ッ ト カ バ ー １ を ヘ ル  
メ ッ ト ２ に 装 着 し た も の で あ る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 ヘ ル メ ッ ト ２ は 自 転 車 用 ヘ ル メ ッ  
ト で あ る が 、 電 動 キ ッ ク ボ ー ド 用 ヘ ル メ ッ ト で あ っ て も よ い 。 本 発 明 の カ バ ー 付 き ヘ ル メ  
ッ ト １ ０ ０ は 、 特 に 自 転 車 用 又 は 電 動 キ ッ ク ボ ー ド 用 の ヘ ル メ ッ ト と し て 好 適 に 利 用 す る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ２ は 、 図 １ に 示 し た カ バ ー 付 き ヘ ル メ ッ ト １ ０ ０ を ヘ ル メ ッ ト カ バ ー １ と ヘ ル メ ッ ト  
２ と に 分 離 し た 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 ヘ ル メ ッ ト カ バ ー １ は 、 ク ラ ウ  
ン 部 １ ０ を 有 し 、 ヘ ル メ ッ ト ２ は 、 本 体 ２ ０ と 、 ベ ル ト 部 ２ １ と を 有 す る 。 カ バ ー 付 き ヘ  
ル メ ッ ト １ ０ ０ は 、 ク ラ ウ ン 部 １ ０ を 本 体 ２ ０ に 装 着 し た も の で あ り 、 ベ ル ト 部 ２ １ に よ  
り 使 用 者 の 顎 下 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 〔 ヘ ル メ ッ ト カ バ ー 〕
　 ヘ ル メ ッ ト カ バ ー １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ヘ ル メ ッ ト ２ の 外 側 に 装 着 す る と 、 外 観 か  
ら は 帽 子 を 着 用 し て い る よ う に 見 え 、 ヘ ル メ ッ ト ２ の 見 栄 え を 向 上 さ せ る も の で あ る 。 ヘ  
ル メ ッ ト カ バ ー １ は 、 ヘ ル メ ッ ト ２ に 被 せ て 使 用 す る ク ラ ウ ン 部 １ ０ を 有 す る 。 さ ら に 、  
ヘ ル メ ッ ト カ バ ー １ は 、 任 意 の 構 成 と し て 、 鍔 部 １ ４ と 固 定 手 段 １ ５ と を 備 え て い る （ 図  
３ を 参 照 ） 。 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 ク ラ ウ ン 部 １ ０ は 、 キ ャ ス ケ ッ ト 形 状 に 形 成 さ  
れ 、 鍔 部 １ ４ は 後 ろ 側 が 短 い ハ ッ ト 形 状 に 形 成 さ れ て い る が 、 形 状 は 特 に 限 定 さ れ る も の  
で は な く 、 キ ャ ッ プ 形 状 、 ク ロ ッ シ ェ 形 状 等 、 好 み に 合 っ た 形 状 に す る こ と が で き る 。 以  
下 、 ヘ ル メ ッ ト カ バ ー １ が 備 え る 各 構 成 に つ い て 、 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ＜ ク ラ ウ ン 部 ＞
　 図 ３ は 、 図 １ に 示 し た カ バ ー 付 き ヘ ル メ ッ ト １ ０ ０ の Ａ － Ａ 位 置 に お け る 断 面 図 で あ る  
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。 ク ラ ウ ン 部 １ ０ は 、 外 側 に 配 さ れ た 表 地 １ １ と 、 内 側 に 配 さ れ た 裏 地 １ ２ と を 含 む 。 図  
３ に 示 す よ う に 、 ヘ ル メ ッ ト カ バ ー １ を ヘ ル メ ッ ト ２ に 装 着 す る と 、 裏 地 １ ２ は ヘ ル メ ッ  
ト ２ の 形 状 に 沿 っ て 変 形 及 び ／ 又 は 密 着 す る が 、 表 地 １ １ は 形 状 が 維 持 さ れ る よ う に 構 成  
さ れ る 。 こ の よ う に 構 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 表 地 １ １ は ヘ ル メ ッ ト ２ の 形 状 に 沿 わ ず  
、 外 観 か ら は ヘ ル メ ッ ト ２ の 形 状 が わ か ら な い 。 し た が っ て 、 ヘ ル メ ッ ト ２ の 外 側 に 被 せ  
て も 、 デ ザ イ ン 性 が 損 な わ れ ず 、 ヘ ル メ ッ ト ２ の 見 栄 え を 向 上 さ せ る ヘ ル メ ッ ト カ バ ー １  
を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 裏 地 １ ２ と 表 地 １ １ と の 間 に 隙 間 が 設 け ら れ る こ と が 好 ま し い 。 裏  
地 １ ２ と 表 地 １ １ と の 間 に 隙 間 が 設 け ら れ る た め 、 表 地 １ １ に ゆ と り が 生 じ 、 ヘ ル メ ッ ト  
２ を ふ ん わ り と 覆 う デ ザ イ ン 等 、 ヘ ル メ ッ ト カ バ ー １ の デ ザ イ ン の 幅 を 広 げ る こ と が で き  
る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 裏 地 １ ２ に 対 し て 表 地 １ １ は 、 ク ラ ウ ン 部 １ ０ の 開 口 縁 か ら  
所 定 の 間 隔 を 空 け た 位 置 に 縫 着 さ れ て い る が 、 縫 着 す る 位 置 に つ い て は 特 に 限 定 さ れ ず 、  
ク ラ ウ ン 部 １ ０ の デ ザ イ ン に 応 じ て 、 部 分 的 に 表 地 １ １ と 裏 地 １ ２ と を 縫 着 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ４ は 、 裏 地 １ ２ 側 か ら 見 た ヘ ル メ ッ ト カ バ ー １ の 斜 視 図 で あ る 。 図 ４ に 示 す よ う に 、  
裏 地 １ ２ は 、 メ ッ シ ュ 生 地 で あ る こ と が 好 ま し い 。 裏 地 １ ２ が 、 メ ッ シ ュ 生 地 で あ る こ と  
に よ り 、 ヘ ル メ ッ ト カ バ ー １ を ヘ ル メ ッ ト ２ に 被 せ る と 、 ヘ ル メ ッ ト カ バ ー １ の 裏 地 １ ２  
が 伸 縮 し 、 ヘ ル メ ッ ト ２ の 形 状 に 沿 っ て 変 形 及 び ／ 又 は 密 着 す る た め 、 ヘ ル メ ッ ト カ バ ー  
１ を ヘ ル メ ッ ト ２ に 対 し て 適 切 に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 ク ラ ウ ン 部 １ ０ は 、 当 該 ク ラ ウ ン 部 １ ０ の 開 口 縁 に 伸 縮 部  
材 １ ３ を 有 す る こ と が 好 ま し い 。 伸 縮 部 材 １ ３ を 有 す る こ と で 、 ク ラ ウ ン 部 １ ０ の 開 口 縁  
が 内 側 に 折 り 込 ま れ 、 ク ラ ウ ン 部 １ ０ の 開 口 縁 と ヘ ル メ ッ ト ２ の 開 口 縁 と が 密 着 し 、 走 行  
中 に 強 風 等 に よ っ て ヘ ル メ ッ ト カ バ ー １ が 外 れ て 飛 ん で 行 っ て し ま う こ と を 防 止 す る こ と  
が で き る 。 ま た 、 伸 縮 部 材 １ ３ に よ り 、 ク ラ ウ ン 部 １ ０ の 開 口 縁 が 伸 縮 す る こ と で 、 様 々  
な サ イ ズ の ヘ ル メ ッ ト ２ に 対 し て 、 ヘ ル メ ッ ト カ バ ー １ を 容 易 に 装 着 す る こ と が で き る 。  
本 実 施 形 態 に お い て ク ラ ウ ン 部 １ ０ の 開 口 縁 は 、 裏 地 １ ２ が 折 り 返 さ れ て 形 成 さ れ て お り  
、 裏 地 １ ２ の 折 り 返 し に よ っ て 形 成 さ れ た 空 洞 の 中 に 、 伸 縮 部 材 １ ３ と し て 平 ゴ ム が 挿 入  
さ れ て 構 成 さ れ て い る 。 伸 縮 部 材 １ ３ は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 丸 ゴ ム 等 で あ っ  
て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ＜ 鍔 部 ＞
　 鍔 部 １ ４ は 、 ク ラ ウ ン 部 １ ０ か ら 外 方 に 突 出 す る 。 鍔 部 １ ４ は 、 表 地 １ １ と 同 じ 布 地 を  
用 い ら れ る こ と が 好 ま し い 。 鍔 部 １ ４ に よ り 、 日 光 を 遮 る こ と が で き る 。 本 実 施 形 態 で は  
、 鍔 部 １ ４ は 、 ク ラ ウ ン 部 １ ０ の 全 周 に 亘 っ て 形 成 さ れ て い る が 、 ク ラ ウ ン 部 １ ０ の 一 部  
に 形 成 さ れ て も よ く 、 例 え ば 、 三 日 月 状 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 鍔 部 １ ４ は 、 ク ラ ウ ン 部 １ ０ の 開 口 縁 か ら 所 定 の 間 隔 Ｌ を 空 け た 位  
置 （ す な わ ち 、 開 口 縁 か ら 所 定 の 間 隔 Ｌ だ け 退 い た 位 置 ） に 設 け ら れ る こ と が 好 ま し い 。  
こ の よ う な 鍔 部 １ ４ を 備 え る も の で あ れ ば 、 鍔 部 １ ４ が 適 切 な 角 度 で 維 持 さ れ 、 使 用 者 の  
視 野 を 確 保 す る こ と が で き る 。 こ こ で 、 間 隔 Ｌ の 大 き さ は 、 １ ～ ４ ｃ ｍ で あ る こ と が 好 ま  
し く 、 １ ～ ２ ｃ ｍ で あ る こ と が よ り 好 ま し い 。 間 隔 Ｌ の 大 き さ が 、 １ ～ ４ ｃ ｍ で あ る こ と  
に よ り 、 ヘ ル メ ッ ト カ バ ー １ を ヘ ル メ ッ ト ２ に 装 着 し た 際 に 、 適 切 な 角 度 で 外 方 に 突 出 し  
た 鍔 部 １ ４ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ＜ 固 定 手 段 ＞
　 図 ５ は 、 鍔 部 １ ４ を 跳 ね 上 げ た 状 態 の ヘ ル メ ッ ト カ バ ー １ の 側 面 図 で あ る 。 鍔 部 １ ４ を  
跳 ね 上 げ た 状 態 を 維 持 可 能 な 固 定 手 段 １ ５ を 備 え る こ と が 好 ま し い 。 固 定 手 段 １ ５ を 備 え  
る こ と に よ り 、 走 行 中 に 風 や 振 動 を 受 け た 際 に も 、 鍔 部 １ ４ が 垂 れ 下 が っ て 使 用 者 の 視 野  



10

20

30

40

50

JP 2025-59151 A 2025.4.10(7)

を 遮 る こ と が な く 、 側 方 か ら 前 方 に か け て の 視 野 を 確 保 す る こ と が で き る 。 特 に 、 自 転 車  
用 及 び 自 動 二 輪 車 用 の ヘ ル メ ッ ト に は 、 製 品 安 全 協 会 が 定 め た 安 全 基 準 に 適 合 し て い る こ  
と を 示 す Ｓ Ｇ 基 準 が あ り 、 視 野 に つ い て の 項 目 が あ る 。 し た が っ て 、 固 定 手 段 １ ５ を 備 え  
る こ と に よ り 、 使 用 者 の 視 野 が 確 保 さ れ る た め 、 Ｓ Ｇ 基 準 の 視 野 に つ い て の 項 目 を 満 た す  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 固 定 手 段 １ ５ は 、 鍔 部 １ ４ を 跳 ね 上 げ た 状 態 を 維 持 可 能 な ワ イ ヤ ー で あ る こ と が 好 ま し  
い 。 本 実 施 形 態 で は 、 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 鍔 部 １ ４ の 円 周 に ワ イ ヤ ー が 設 け  
ら れ て い る 。 ワ イ ヤ ー と し て は 、 使 用 者 が 手 で 容 易 に 折 り 曲 が る 程 度 の 強 度 の 材 質 で 形 成  
さ れ て い る も の で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ な い が 、 ア ル ミ 、 鉄 、 銅 等 の 金 属 線 材 を 用 い て 、 １  
～ ５ ｍ ｍ 程 度 の 太 さ に 形 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う な 材 料 の ワ イ ヤ ー を 用 い  
る こ と で 、 使 用 者 が 任 意 の 形 状 に 折 り 曲 げ る こ と が で き 、 そ の 形 状 を 維 持 す る こ と が で き  
る 。 し た が っ て 、 使 用 者 ご と に 合 わ せ て 視 野 を 確 保 す る こ と が で き る 。 固 定 手 段 １ ５ と し  
て は 、 ワ イ ヤ ー に 代 え て 、 鍔 部 １ ４ を 跳 ね 上 げ た 状 態 で 、 鍔 部 １ ４ と ク ラ ウ ン 部 １ ０ と を  
固 定 可 能 な 面 フ ァ ス ナ ー 、 及 び ス ナ ッ プ ボ タ ン 等 を 用 い て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ＜ ヘ ル メ ッ ト ＞
　 上 述 し た よ う に 、 ヘ ル メ ッ ト ２ は 、 自 転 車 用 又 は 電 動 キ ッ ク ボ ー ド 用 ヘ ル メ ッ ト と し て  
使 用 す る こ と が で き る 。 ヘ ル メ ッ ト カ バ ー １ は 、 近 年 、 着 用 の 努 力 義 務 化 が さ れ た も の の  
、 着 用 率 が 低 い と さ れ て い る 自 転 車 用 ヘ ル メ ッ ト 又 は 電 動 キ ッ ク ボ ー ド 用 ヘ ル メ ッ ト に 用  
い る 製 品 と す る こ と が で き 、 ヘ ル メ ッ ト カ バ ー １ を 被 せ る こ と で 、 日 常 で 違 和 感 な く 使 え  
る デ ザ イ ン と な る た め 、 自 転 車 又 は 電 動 キ ッ ク ボ ー ド の 利 用 者 に ヘ ル メ ッ ト の 着 用 を 促 す  
こ と が で き る 。 ヘ ル メ ッ ト ２ の サ イ ズ と し て は 、 頭 囲 が ４ ５ ～ ６ ５ ｃ ｍ 、 内 寸 の 深 さ が １  
０ ～ ２ ０ ｃ ｍ で あ り 、 開 口 縁 の 厚 み が １ ｃ ｍ 以 上 で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う な サ イ  
ズ で あ る こ と に よ り 、 自 転 車 用 又 は 電 動 キ ッ ク ボ ー ド 用 ヘ ル メ ッ ト と し て 安 全 に 頭 部 を 保  
護 す る こ と が で き る 。 な お 、 ヘ ル メ ッ ト ２ と し て は 、 例 え ば 、 自 動 二 輪 車 、 及 び 原 動 機 付  
自 転 車 等 の 車 両 に 乗 用 す る 際 に 着 用 す る も の 、 並 び に ス ノ ー ボ ー ド 、 ロ ー ラ ー ボ ー ド 、 ラ  
フ テ ィ ン グ 、 ボ ー ト 、 カ ヌ ー 、 ロ ッ ク ク ラ イ ミ ン グ 、 及 び ボ ル ダ リ ン グ 等 の ス ポ ー ツ の 際  
に 着 用 す る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 以 上 、 本 発 明 の ヘ ル メ ッ ト カ バ ー の 実 施 形 態 に 基 づ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 記 実 施  
形 態 に 記 載 し た 構 成 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 そ の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 適 宜  
そ の 構 成 を 変 更 す る こ と が で き る も の で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 の ヘ ル メ ッ ト カ バ ー 、 及 び カ バ ー 付 き ヘ ル メ ッ ト は 、 種 々 の タ イ プ の ヘ ル メ ッ ト  
に 利 用 可 能 で あ る が 、 特 に 、 自 転 車 及 び 電 動 キ ッ ク ボ ー ド に 乗 用 す る 際 に 使 用 さ れ る ヘ ル  
メ ッ ト カ バ ー 及 び ヘ ル メ ッ ト と し て 利 用 可 能 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 １       ヘ ル メ ッ ト カ バ ー
　 ２       ヘ ル メ ッ ト
　 １ ０     ク ラ ウ ン 部
　 １ １     表 地
　 １ ２     裏 地
　 １ ３     伸 縮 部 材
　 １ ４     鍔 部
　 １ ５     固 定 手 段
　 １ ０ ０   カ バ ー 付 き ヘ ル メ ッ ト
　 Ｌ       間 隔
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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